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戦略

　市は、市民の自発的な地域活動を促進する取り組みの一環として、地域ボランティ
ア活動への支援を行っています。問い合わせは、ボランティア・市民活動センター
℡ 780-1045、アイ愛センター内分室℡ 773-8601 へ。

　私は子どもの頃から、モノづくり
や飛行機が大好きでした。その気持
ちは大人になっても変わらず、模型
飛行機の仲間たちと、子ども向けに
「模型飛行機教室」を開催しました。
　子どもたちが自分で作った飛行機
を飛ばして、目を輝かせながら喜ぶ
姿を見た瞬間、「これは本当に嬉し
い」と感じ、趣味として楽しんでい
たことを、誰かのために役立てたい
と思うようになりました。

　高齢者デイサービスセンターでの
支援と、ひとり暮らしの高齢者への
「友愛電話訪問ボランティア」を月
に８回ほどしています。デイサービ
スでは利用者へのお茶出しや話相手
をし、その人の名前を覚えて呼びか
けるようにしています。
　電話訪問では「今日はいいお天気
ですね」「お元気そうでなによりです」
など、少しでも気持ちが明るくなる
ような声かけを心掛けています。

　わずか10グラムの模
型飛行機をつくるなどの
活動を行う「スカイフラ
イヤーズ」代表を務める。

　ブライダル関係と添乗
員の仕事を70歳まで勤
め上げ、在職中からボラ
ンティア活動をスタート。

　今の子どもたちは完成されたおもちゃで遊ぶことが多いです
が、自分の手で作り上げる楽しさも知ってほしいです。難しい
ところも工夫しながら頑張って完成させて、飛行機が空高く飛
んだ時のあの笑顔は、本当に何ものにも代え難いです。「やっ
たー！」と満面の笑みで喜ぶ姿を見られることが、私たちの活
動の原動力です。

　「なつボランティア体験学習」に参加してみませんか。
　夏の期間に実施されるボランティア活動を体験できるプログラムで
す。自分の興味に合わせて、さまざまな活動先の中から選んで参加す
ることができます。初めての一歩を「なつボラ」で体験してみましょう。

　最初は「してあげる」という気持ちで始めた活動でしたが、
今では「させてもらっている」という気持ちに変わってきました。
　人と関わることで、自分にも得られるものがあり、「自分を待っ
てくれている人がいる」と思うとやる気が湧いてきます。一方
通行ではなく、お互いに感謝しあえる双方向の関係でいられる
ことに、何よりのやりがいを感じています。

　ボランティア情報や募集、イベン
ト・講座の案内など、楽しい情報を
発信しています。ぜひ登録を。

はじめよう、気軽にボランティア

　ボランティア活動は、「ちょっとやってみたい」「興味がある」「得意なことを活かしたい」と思ったときに、誰でも、
いつでも、どこでも気軽に参加できる身近な活動です。自分の「関心や興味のあること」や「得意なこと・趣味」を活
かして、地域社会に貢献できるのはもちろん、自分自身の世界を広げ、生活を豊かにしてくれる、そんな魅力があります。
　実際にボランティア活動をしている人に、活動の魅力やきっかけについて話を聞いてみました。きっと「自分にもで
きるかも」と思えるヒントが見つかるはずです。

ボランティア活動ボランティア活動って？って？

好きなことを活かして、

ボランティア活動を始めた
きっかけは何ですか？

現在、どのようなボランティア
活動をされていますか？

どんなところに活動の魅力を感じていますか？

ボランティアを体験してみたいと思ったら！ 伊丹市ボランティア・市民活動センター

公式 LINE アカウント登録を！

活動を続ける中で、やりがいを感じる瞬間はどんな時ですか？

子どもたちと
� 笑顔を共有

人とのつながりを大切に、

いつまでも
� 元気で活き活きと

稲垣 光子さん村木 彦志さん

あなたの好きが誰かの力に

インタビュー全文はこちらからご覧いただけます。



������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

����������������������������������� �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

	

広報伊丹■２０２５（令和７）年８月１日 第１５４７号（２）

伊
丹
広
報
２
面

０
８
０
１
０
２

木
❶
木
❷
木
❸
井
❹
井
❺
木
❻
木
❼
木
❽
木

演演
劇劇
ホホ
ーー
ルル
跡跡
利利
活活
用用

事事
業業
者者
をを
募募
集集

市
は
、
ア
イ
ホ
ー
ル
（
演
劇
ホ
ー

ル
）
跡
を
利
活
用
す
る
民
間
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。
募
集
期
間
は
、
８

月
１
日
〜
１０
月
２９
日
。



応
募
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
確
認
を
。

問
市
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
℡
７８０

・
４
３
４
５
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
の
日
の
つ
ど
い
出
展
者

を
募
集

１０
月
１３
日
㈷
に
開
催
す
る

「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
の
つ
ど
い
」
に
お

い
て
、
来
場
者
向
け
に
各
種
ス
ポ
ー

ツ
体
験
な
ど
を
実
施
す
る
出
展
者
を

募
集
し
ま
す
。

対
象
は
、
市
内
で
活
動
し
ス
ポ
ー

ツ
体
験
な
ど
を
無
料
で
実
施
で
き
る

団
体
。



申
込
書
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
８
月
１７
日
ま
で
に
メ
ー

ル
で
市
教
委
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
℡

７８４
・
８
０
８
８
）
へ
。

◆
市
男
女
共
同
参
画
計
画
審
議
会
委

員
を
募
集

市
は
、
令
和
９
年
度
か

ら
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
４
期
伊

丹
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
と
「
第

５
期
伊
丹
市
Ｄ
Ｖ
防
止
・
被
害
者
支

援
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、
男
女

共
同
参
画
計
画
審
議
会
委
員
２
人
を

次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
平
日
の
会
議
に
参

加
で
き
る
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
１８
歳
以
上
で
▽
市
職
員
・
市
議
会

議
員
▽
他
の
審
議
会
の
委
員
・
同
委

員
会
の
審
議
の
利
害
関
係
者
―
―
で

な
い
人
。

【
任
期
】
委
嘱
日
〜
令
和
９
年
３

月
末
予
定
。
報
酬
あ
り
。



所
定
の
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
書
き
、「
私
が
考
え
る

男
女
共
同
参
画
と
は
」
と
題
し
た
小

論
文（
様
式
自
由
・
４００
〜
８００
字
以
内
）

を
添
え
て
、
８
月
２２
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
役
所

男
女
共
同
参
画
課
（
℡
７８４
・
８
１
４

６
）
へ
。
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８月の強調月間
道路ふれあい月間な

ど

市
は
、
道
路
を
美
し
く
安
全
に
利

用
し
て
も
ら
う
た
め
、
道
路
の
正
し

い
利
用
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
企
業
な
ど
の
団
体

に
、
道
路
上
の
街
路
樹
の
植
栽
管
理

を
お
願
い
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

協
力
企
業
・
団
体
に
は
、
市
職
員

が
管
理
技
術
や
知
識
の
情
報
提
供
を

行
い
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

道
路
に
は
み
出
た
庭
木
や
植
木
鉢

な
ど
が
原
因
の
事
故
は
、
物
件
所
有

者
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
適
切
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
不
良

箇
所
を
発
見
し
た
と
き
は
、
不
良
箇

所
の
写
真
を
撮
り
、
市
イ
ン
フ
ラ
通

報
シ
ス
テ
ム
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）

か
ら
通
報
を
。

問
市
道
路
保
全
課
℡
７８４
・
８
０
５

８
。

人
権
文
化
を
す
す
め
る

県
民
運
動

県
は
、
８
月
を
「
人
権
文
化
を
す

す
め
る
県
民
運
動
」
の
推
進
強
調
月

間
と
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
、
匿
名
性
を
悪
用
し
た
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵
害
、
誹
謗
中
傷
や
、
差

別
を
助
長
す
る
書
き
込
み
な
ど
人
権

侵
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
は
、
人
権
啓
発
資
料
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
！
ネ
ッ
ト
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
」（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
す
る
こ

と
な
く
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

た
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

問
市
同
和
・
人
権
・
平
和
課
℡
７８４

・
８
０
７
７
。

児児童童扶扶養養手手当当

現現況況届届のの手手続続ききをを

市
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者

（
支
給
停
止
の
人
含
む
）
に
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

８
月
１
〜
２９
日
に
通
知
書
と
必
要

書
類
（
通
知
書
で
確
認
を
）
を
持
っ

て
直
接
、
市
役
所
２
階
の
こ
ど
も
福

祉
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

期
限
内
に
手
続
き
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
、
１１
月
分
以
降
の
手
当
が
支

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
所
得
状
況
届
の
手
続
き
を

市
は
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
障
害

児
福
祉
手
当
の
受
給
者
（
支
給
停
止

の
人
含
む
）に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

８
月
１２
日
〜
９
月
１１
日
に
通
知
書

と
必
要
書
類
（
通
知
書
で
確
認
を
）

を
持
っ
て
直
接
、
市
役
所
２
階
の
こ

ど
も
福
祉
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

期
限
内
に
手
続
き
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
、
１１
月
期
の
支
給
が
１２
月
以

降
に
な
り
ま
す
。

＊

＊

問
市
こ
ど
も
福
祉
課
℡
７８４
・
８
０

３
０
。

◆
個
人
事
業
税
の
納
税
を

個
人
事

業
税
は
不
動
産
貸
付
業
、
請
負
業
、

医
業
な
ど
個
人
で
事
業
を
行
う
人
に

か
か
る
県
税
で
す
。

第
１
期
分
の
納
期
限
は
９
月
１
日

㈪
で
す
。

期
限
ま
で
に
▽
金
融
機
関
▽
※
コ

ペ

イ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
▽
Ｐ
ａ
ｙ
―

ジ

ー

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
対
応
金
融
機
関
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
か
Ａ
Ｔ
Ｍ
▽

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
▽
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
―
―
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
（
※
は
納
付
額
が
３０
万
円

以
下
の
も
の
に
限
る
）。

問
課
税
に
つ
い
て
は
県
伊
丹
県
税

事
務
所
課
税
第
１
課
℡
７８５
・
９
４
１

７
、
納
税
に
つ
い
て
は
同
収
税
課
℡

７８５
・
７
１
４
１
。

ア
ラ
イ
グ
マ
に
注
意
！

外
来
種
で
あ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
（
右

下
写
真
）
の
目
撃
情
報
が
市
に
寄
せ

ら
れ
、
令
和
６
年
度
は
６３
頭
（
前
年

比
４
頭
増
）
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
狂
犬
病
や
ア
ラ

イ
グ
マ
回
虫
な
ど
の
感
染
症
を
媒
介

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
を
発
見
し
て
も
近
付

か
ず
市
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

連
絡
を
。
ま
た
、
夏
は
幼
獣
が
自
立

し
、
農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
が
多
く

な
り
ま
す
。
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
家
庭
で
行
う
被
害
防
止
策
】
▽

餌
付
け
を
し
な
い
▽
ペ
ッ
ト
の
残
り

餌
や
生
ご
み
な
ど
を
放
置
し
な
い
▽

ご
み
集
積
場
で
は
ご
み
を
出
す
時
間

を
厳
守
し
ネ
ッ
ト
を
か
け
る
▽
農
作

物
の
未
収
穫
物
や
落
果
実
な
ど
を
農

地
に
放
置
し
な
い
▽
屋
根
裏
や
床
下

換
気
口
な
ど
の
穴
を
ふ
さ
ぐ
。

問
市
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
℡

７８２
・
０
９
６
８
。

マイナンバーカード

出張窓口（申請サポート）を開催

市
は
、
市
内
施
設
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト

（
新
規
・
更
新
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
と
会
場
は
▽
８
月
８
日
㈮
・

９
日
㈯
�
イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
丹
昆
陽

（
池
尻
４
）
▽
８
月
２９
日
㈮
・
３０
日

㈯
�
き
ら
ら
ホ
ー
ル
。

い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
受
け
付
け
は
３０
分
前
）。

無
料
で
写
真
撮
影
あ
り
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。
先
着
順
。

持
ち
物
な
ど
詳

し
く
は
、
下
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
確

認
を
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
窓
口
休
日

開
庁

８
月
２３
日
㈯
・
３１
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
、
市
役
所
１
階
の

市
民
課
窓
口
で
。

電
話
か
下
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
事

前
予
約
を
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
後
、
交
付

準
備
が
で
き
た
人
に
、
交
付
通
知
書

（
は
が
き
）
を
送
付
し
ま
す
。

同
書
が
届
い
た
ら
、
必
ず
申
請
者

本
人
が
本
人
確
認
書
類
な
ど
を
持
っ

て
、
市
市
民
課
で
受
け
取
り
を
し
て

く
だ
さ
い
（
事
前
予
約
制
）。

な
お
、
交
付
通
知
書
を
紛
失
し
た

人
は
、
電
話
か
電

子
申
請
で
再
発
行

手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
左
上
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
確
認
を
。

＊

＊

問
市
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
担
当
℡
７８４
・
８
１
２
１
。

解放盆踊りを開催

８月８日㈮（雨天時９日㈯）午後５～９時、
「ふらっと」児童館広場で。出店あり。
盆踊り「堀池音頭」は、地域の伝統文化と
して受け継がれています。
交流を通して、同和問題を正しく認識し、
人権意識向上のきっかけとして、ぜひご参加
ください。

市人権啓発センター℡７８１-６００６

この広報紙は９万２７００部作成し、印刷経費は１部あたり７円です（内訳：市負担分５円・広告収入分２円）
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（３）広報伊丹■２０２５（令和７）年８月１日 第１５４７号

伊
丹
広
報
３
面

０
８
０
１
０
３

井
❶
井
❷
木
❸
木
❹
木
❺
木
❻
井
❼
井
❽
木
❾
井
10
木

伊伊丹丹市市生生物物多多様様性性

交交流流フフェェスステティィババルル

市
は
、
生
物
多
様
性
へ
の
理
解
や

関
心
を
深
め
、
生
物
多
様
性
の
保
全

・
再
生
に
向
け
た
活
動
が
さ
ら
に
充

実
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
市
内

や
周
辺
地
域
で
生
物
多
様
性
の
保
全

再
生
活
動
を
行
う
学
校
や
団
体
な
ど

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
「
伊
丹
市

生
物
多
様
性
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

【
ポ
ス
タ
ー
展
】８
月
１３
〜
２５
日
。

各
団
体
の
取
り
組
み
内
容
を
説
明
し

た
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
。

【
口
頭
発
表
会
・
ポ
ス
タ
ー
発
表
】

８
月
１７
日
㈰
午
前
１０
時
。
市
内
や
近

隣
市
の
中
高
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生

物
多
様
性
に
関
す
る
取
り
組
み
内
容

を
発
表
。

い
ず
れ
も
昆
虫
館
で
。
要
入
館

料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

問
市
み
ど
り
自
然
課
℡
７８０
・
３
５

２
１
。

◆
環
境
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集

市
は
、
市
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中

・
特
別
支
援
学
校
（
高
等
部
除
く
）

の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
環
境
ポ

ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
環
境
に
関
す
る
こ

と
」。
ポ
ス
タ
ー
は
四
つ
切
り
画
用

紙
に
水
彩
絵
の
具
や
ク
レ
ヨ
ン
な
ど

で
描
き
、
標
語
は
各
学
校
や
市
役
所

４
階
の
生
活
環
境
課
に
あ
る
応
募
用

紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
記
入
を
。
い
ず
れ
も

１
人
１
作
品
。
入
選
者
に
は
賞
状
と

記
念
品
を
進
呈
。

�
作
品
（
ポ
ス
タ
ー
は
裏
）
に
氏

名
、学
校
名
、学
年
・
組
を
書
い
て
、

９
月
５
日
ま
で
に
直
接
、
市
生
活
環

境
課
（
℡
７８１
・
５
３
７
１
）、
市
内

在
学
の
児
童
・
生
徒
は
各
学
校
へ
。

◆
住
宅
耐
震
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

８
月
２７
日
㈬
午
前
９
時
４０
分
、
市
役

所
で
。

内
容
は
①
「
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
・
補
強
方
法
と
実
例
紹
介
」、「
住

ま
い
の
耐
震
化
の
す
す
め
」
②
個
別

相
談
会
。

定
員
は
①
３０
人
②
１５
組
。

い
ず
れ
も
無

料
。詳

し
く
は
、
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
確
認
を
。

◎
空
家
等
対
策
講
座
を
開
催

８
月

２７
日
㈬
午
後
１
時
半
、
市
役
所
で
。

内
容
は
①
「
お
う
ち
の
相
続

安

心
ガ
イ
ド
〜
相
続
と
家
財
整
理
の
基

ラ

イ

フ

礎
知
識
〜
」、「
お
家
の
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

プ

ラ

ン

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ノ
ー
ト
を
作
ろ
う
」
②
個

別
相
談
会
。

定
員
は
①
３０
人
②
８
組
。

い
ず
れ
も
無

料
。詳

し
く
は
、
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
確
認
を
。

＊

＊

�
８
月
１
〜
２０
日
に
各
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
電
子
申
請
か
、
直
接
か
電

話
で
市
建
築
指
導
課
℡
７８４
・
８
０
６

５
へ
。
先
着
順
。

地域医療提供体制を確保し
安心の医療受診へ

市は、この度の公立学校共済組合近畿中央病院の診療休止を受
け、地域医療提供体制の確保に向けて、市民が安心して医療を受
けることができるよう、積極的に市立伊丹病院で患者を受け入
れ、市内の医療機関とも連携して対応を進めます。
また、阪神圏域全体における医療機関とも連携し、地域におけ
る医療機能へ対応していきます。

引き続き、統合新病院の整備事業を着実に進め、将来にわたり
安定的で持続可能な地域医療提供体制の構築を目指します。

市立伊丹病院 統合新病院整備推進班 ℡７６７-１０２９

き
ら
ら
ホ
ー
ル

各
種
イ
ベ
ン
ト
・
講
座

き
ら
ら
ホ
ー
ル
で
次
の
通
り
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

◆
お
も
ち
ゃ
病
院

８
月
１
・
１５
日

の
金
曜
、
午
後
１
時
半
〜
４
時
。

持
ち
込
ん
だ
お
も
ち
ゃ
を
修
理
。

無
料
（
材
料
費
別
）。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。

◎
き
ら
ら
夏
ま
つ
り

８
月
２０
日
㈬

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
。

お
ば
け
や
し
き
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
、
工
作
な
ど
。

入
場
無
料
（
一
部
有
料
・
当
日
整

理
券
の
配
布
あ
り
）。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。

◎
❶
季
節
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
講

座

９
月
２
日
㈫
午
前
１０
時
。

秋
バ
ラ
（
ユ
ニ
ー
ク
ロ
ー
ズ
）
を

使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
。定

員
２０
人
。
参
加
料
３
千
２００
円
。

◎
❷
シ
ニ
ア
の
た
め
の
ス
マ
ホ
講
座

〜
ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
も
う
一
歩

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
ス
マ
ホ
決
済
編
」

９
月
５
日
㈮
午
前
１０
時
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
便
利
な
使
い

方
を
学
ぶ
。

対
象
・
定
員
は
、
お
お
む
ね
６０
歳

以
上
１５
人
。
無
料
。

◎
❸
毎
日
を
豊
か
に
す
る「
養
生
食
」

講
座

９
月
６
日
㈯
午
前
１０
時
半
。

「
美
肌
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
養
生

食
の
基
本
を
学
ぶ
。

定
員
８
人
。
参
加
料
１
千
４００
円
。

◎
❹
親
子
で
い
っ
し
ょ
に
！
リ
ト
ミ

ッ
ク

９
月
８
日
㈪
午
前
１０
時
。

ピ
ア
ノ
の
音
色
に
あ
わ
せ
て
親
子

で
音
遊
び
を
楽
し
む
。

対
象
・
定
員
は
、
１０
カ
月
〜
１
歳

１１
カ
月
と
そ
の
保
護
者
２０
組
。
参
加

料
６００
円
。

◎
❺
０
さ
い
音
育
あ
そ
び
♪

９
月

９
日
㈫
午
前
１０
時
。

音
遊
び
を
通
し
て
親
子
で
触
れ
合

う
。対

象
・
定
員
は
、
４
〜
１０
カ
月
と

そ
の
保
護
者
１２
組
。
参
加
料
６００
円
。

＊

＊

�
❶
８
月
５
日
❷
４
日
❸
９
日
か

ら
、
き
ら
ら
ホ
ー
ル
℡
７７０
・
９
５
０

０
へ
。
❹
１１
日
❺
１２
日
か
ら
同
ホ
ー

ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請

を
。
先
着
順
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
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�
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�
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�
�
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�
�
�
�
�
�
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市
バ
ス

お
盆
は
休
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行

８
月
１３
〜
１５
日
は
休
日
ダ
イ
ヤ
で

運
行
し
ま
す
。

各
停
留
所
や
市
交
通
局
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
い
た
み
バ
ス
ナ
ビ
で
確
認

を
。同

日
は
、
環
境
定
期
券
割
引
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

問
市
交
通
局
℡
７８１
・
３
７
５
１
。

◆
夏
季
休
業
中
の
学
校
閉
庁
日

市

内
公
立
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
伊

丹
特
別
支
援
学
校
、
市
立
伊
丹
高

は
、
８
月
１１
〜
１５
日
の
間
、
教
職
員

の
休
暇
取
得
促
進
の
た
め
閉
庁
し
ま

す
。問

学
習
・
生
徒
指
導
に
関
す
る
こ

と
は
市
教
委
学
校
教
育
課
℡
７８０
・
３

５
３
４
、
保
育
に
関
す
る
こ
と
は
市

教
委
幼
児
教
育
推
進
課
℡
７８０
・
４
３

１
３
、
安
全
・
事
故
に
関
す
る
こ
と

は
市
教
委
保
健
体
育
課
℡
７８４
・
８
０

８
７
、
教
育
行
政
全
般
は
市
教
委
教

育
政
策
課
℡
７８４
・
８
０
８
１
。

◆
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
８
月
の
貸

し
切
り
営
業

貸
し
切
り
営
業
の
た

め
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
の
一
般

使
用
を
次
の
通
り
停
止
し
ま
す
。

【
使
用
停
止
日
時
】
▽
８
月
６
日

㈬
�
午
後
１
〜
５
時
▽
７
日
㈭
�
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
▽
８
日
㈮
�
午

前
９
時
〜
午
後
１
時
。

問
市
教
委
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
℡
７８４

・
８
０
８
８
。

◆
こ
ど
も
文
化
科
学
館
お
盆
期
間
は

毎
日
開
館

８
月
９
〜
１７
日
は
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
を
毎
日
５
回
投
影
（
１２

日
㈫
も
開
館
）。

問
こ
ど
も
文
化
科
学
館
℡
７８４
・
１

２
２
２
。

ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

各
種
イ
ベ
ン
ト

豊
中
市
伊
丹
市
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

で
、
次
の
通
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

★
展
望
フ
ロ
ア
一
般
開
放
デ
ー

８

月
１７
日
㈰
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
。

【
雑
が
み
飛
行
機
大
会
】
午
前
１０

時
〜
午
後
２
時
。

定
員
１００
人
。
景
品
あ
り
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。
先
着
順
。

【
ご
み
焼
却
施
設
見
学
】
午
前
１０

時
１５
分
、
１０
時
半
、
午
後
１
時
半
。

定
員
各
２０
人
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。
先
着
順
。

【
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
】
不
用
と

な
り
持
ち
込
ま
れ
た
家
具
な
ど
の
展

示
・
譲
渡
。

午
前
１１
時
半
ま
で
受
け
付
け
、
午

前
１１
時
４５
分
に
抽
選
（
搬
出
は
各

自
）。【食

器
リ
ユ
ー
ス
】
ま
だ
使
え
る

食
器
を
希
望
者
に
無
料
で
譲
渡
。

★
市
民
講
座

ラ
ッ
プ
の
芯
で
万
華

鏡
作
り

１７
日
㈰
午
後
１
時
。

定
員
２０
人
。

�
８
月
５
日
午
前
１０
時
〜
１７
日
正

午
に
電
話
で
豊
中
伊
丹
ス
リ
ー
Ｒ
・

セ
ン
タ
ー
へ
。
先
着
順
。

＊

＊

問
豊
中
伊
丹
ス
リ
ー
Ｒ
・
セ
ン
タ

ー
℡
０６
・
６
８
４
１
・
８
１
５
２
。

技能功労者
候補者を募集

市は、技能功労者の候補者を次の通り募集します。
【要件】次の全てに該当する人�市内在住の満５０歳以上�
同一職種の経験が３０年以上�現在もその職に従事し、指導
的な立場�他の技能労働者の模範�各種団体などの責任者
か技能を証明できる団体の推薦が得られる
�市役所４階の商工労働課にある推薦書
（二次元コードからダウンロード可）に
必要事項を書いて、９月５日までに直接か
郵送（必着）で〒６６４－８５０３伊丹市役所商工労働課（℡７８４
－８０５１）へ。
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シベリア抑留次世代語り部の会
代表 高野 晃さん

平和都市宣言
おおもと い のち

平和は人が生きるための大本です。戦争はかけがえのない生命を奪
い、幸せをふみにじります。
いま、世界は恐ろしい核兵器をなくし、惨たらしい戦争のない社会
をつくろうと、ようやく歩みはじめました。が、ここで心をゆるめて
はなりません。戦争は人の心の中にひそんでいるのです。
人類が幸せを分かち合える地球環境をつくり、自由と人権を尊び、
差別や貧困をなくすことも、すべて平和の問題です。
私たち市民は、平和な社会を築くことを誓い、ここに平和都市を宣
言します。

平成２年１１月１０日 伊丹市

昭和２０年８月１５日に太平洋戦争が終結し、終戦から今年で８０年になります。戦争体験者から直接
話を聞くことができる機会が少なくなる今、悲惨な戦争の記憶を風化させず、次世代に語り継いで
いかなければなりません。長年にわたりシベリア抑留についての調査研究を行う中で、多くの抑留

たか の あきら

体験者たちの声を直接聞き、語り継ぐことを自らの使命として活動されている本市在住の高野晃さ
ん（８１）にシベリア抑留と平和の尊さについて伺いました。
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本
年
８
月
１５
日
は
、
８０
回
目
の
終

戦
記
念
日
を
迎
え
ま
す
。
戦
争
が
終

わ
り
、
海
外
か
ら
民
間
人
、
軍
人
た

ち
が
母
国
に
引
き
揚
げ
・
帰
還
し
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

無
念
の
う
ち
に
、
帰
国
で
き
ず
死
亡

し
た
多
く
の
方
々
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
代
表
格
が
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留

者
た
ち
で
し
た
。
幸
運
に
も
帰
国
が

叶
っ
た
抑
留
体
験
者
の
語
り
部
た
ち

は
、
現
在
、
平
均
年
齢
９８
歳
に
な
ら

れ
、
声
も
記
憶
も
弱
り
、
生
の
証
言

を
聞
く
こ
と
は
難
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

私
は
、
高
等
学
校
の
恩
師
が
シ
ベ

リ
ア
抑
留
体
験
者
で
あ
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
多
く
の
抑
留
体
験
者

た
ち
の
講
演
を
聞
き
、
ま
た
個
人
的

な
調
査
研
究
を
行
い
、
そ
の
悲
惨
な

事
実
を
風
化
さ
せ
ず
、
今
後
に
伝
え

る
活
動
を
志
し
て
、
次
世
代
語
り
部

と
自
称
し
て
お
り
、
今
回
は
知
ら
れ

ざ
る
歴
史
の
一
端
を
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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シ
ベ
リ
ア
抑
留
を
知
ら
な
い
世
代

も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
簡
単
に

振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
９
４
５
年
８
月
１５
日
、
日
本
は

天
皇
陛
下
の
玉
音
放
送
で
敗
戦
を
国

民
に
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
直
前
、
長

崎
へ
の
二
発
目
の
原
爆
投
下
が
あ
っ

た
８
月
９
日
の
真
夜
中
に
、
ソ
連
軍

が
満
州
、
千
島
列
島
、
樺
太
に
突
如

侵
攻
し
、
日
本
軍
は
抗
戦
し
ま
し
た

が
、
兵
士
た
ち
は
本
国
か
ら
の
命
令

に
よ
り
、
武
器
を
置
き
、
捕
虜
と
な

り
ま
し
た
。

戦
争
が
終
了
し
た
の
だ
か
ら
帰
国

で
き
る
と
信
じ
て
い
た
兵
士
た
ち

は
、
８
月
２３
日
に
、
ソ
連
の
ス
タ
ー

リ
ン
元
帥
の
命
令
に
よ
り
、
労
働
力

と
し
て
、シ
ベ
リ
ア
、外
モ
ン
ゴ
ル
、

中
央
ア
ジ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
含
む

各
地
に
、
劣
悪
な
貨
車
で
送
り
こ
ま

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
終

戦
後
の
捕
虜
を
抑
留
し
、
労
働
さ
せ

る
こ
と
は
国
際
法
違
反
で
し
た
。

厚
生
労
働
省
の
公
表
に
よ
る
と
抑

留
者
の
総
数
は
約
５７
万
５
千
人
と
推

計
さ
れ
て
お
り
、
一
般
抑
留
者
た
ち

は
昭
和
２５
年
ま
で
最
長
５
年
間
、
ま

た
ソ
連
国
内
法
違
反
判
決
を
受
け
た

抑
留
者
た
ち
は
、
昭
和
３１
年
ま
で
最

長
１０
年
半
に
わ
た
り
、
過
酷
な
環
境

と
粗
末
な
食
糧
の
も
と
で
、
森
林
伐

採
や
鉱
山
労
働
な
ど
重
労
働
を
強
い

ら
れ
ま
し
た
。

抑
留
の
末
、
帰
国
で
き
た
方
は
、

約
４７
万
人
で
、
零
下
４０
度
に
及
ぶ
極

寒
と
栄
養
失
調
で
、
最
初
の
冬
を
越

せ
ず
に
亡
く
な
っ
た
人
も
多
く
、
最

終
的
に
は
約
５
万
８
千
人
が
死
亡
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
で
死
亡
し
た
方
の
遺
体

は
、
生
存
者
の
着
用
の
た
め
衣
類
を

は
が
さ
れ
、
春
に
な
る
ま
で
、
裸
体

の
ま
ま
極
寒
の
雪
原
に
置
か
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
た
め
、
２
万
人
近
い
死

亡
者
の
名
前
・
埋
葬
地
が
未
だ
不
明

で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

事
実
で
す
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
で
は
、
俗
に
「
極

寒
、
飢
餓
、
強
制
労
働
」
の
三
重
苦

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

ど
こ
ろ
で
は
な
い
各
種
の
辛
苦
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
帰
国
で
き
た
抑
留

者
た
ち
は
共
産
主
義
の
影
響
を
受
け

た
人
間
と
見
ら
れ
、
就
職
も
困
難

で
、
ま
た
自
分
が
生
き
る
た
め
に
仲

間
を
売
り
、
密
告
し
た
責

め
を
覚
え
、
抑
留
生
活
を
一
切
語
ら

ず
、
あ
る
い
は
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
経

歴
を
隠
し
通
し
た
方
々
が
多
数
あ
っ

た
の
で
す
。
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戦
後
か
な
り
経
過
し
て
か
ら
、「
終

戦
後
の
日
本
兵
た
ち
を
、
し
ば
ら
く

満
州
や
朝
鮮
半
島
に
留
め
置
い
て
現

地
で
生
業
を
営
め
る
よ
う
に
、
ソ
連

側
と
終
戦
交
渉
を
試
み
る
工
作
が
あ

っ
た
」
と
す
る
調
査
研
究
結
果
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
満
州
に
い
た
兵
士
た
ち
が

一
挙
に
大
量
に
帰
国
し
た
場
合
の
食

糧
難
を
危
惧
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。

留
め
置
か
れ
た
日
本
兵
を
強
制
労

働
さ
せ
る
こ
と
は
、
事
前
に
は
想
定

で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

結
果
的
に
は
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
つ

な
が
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
に
抑
留
体
験
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
っ
た
高
等
学
校
の
恩
師
は
、
収
容

所
所
長
が
収
容
者
を
集
め
て
、「
日

本
政
府
は
君
た
ち
を
、
し
ば
ら
く
シ

ベ
リ
ア
に
留
め
て
、
働
か
せ
て
く
れ

る
よ
う
に
、
我
が
国
政
府
に
依
頼
状

を
送
っ
て
き
た
」
と
日
本
語
で
説
明

す
る
の
を
聞
い
て
、
抑
留
者
た
ち
は

「
嘘
だ
」
と
激
怒
し
た
け
れ
ど
、
そ

れ
は
嘘
で
な
か
っ
た
こ
と
が
、
帰
国

し
て
か
ら
よ
う
や
く
わ
か
っ
た
と
証

言
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
国
民
は
「
日
ソ
中
立
条
約
を

一
方
的
に
破
棄
し
て
攻
め
て
き
た
ソ

連
が
悪
い
」
と
非
難
し
、
根
強
い
ロ

シ
ア
人
不
信
の
も
と
に
な
り
ま
し

た
。し
か
し
、ソ
連
の
出
版
物
で
は
、

日
本
が
先
に
中
立
条
約
を
破
り
、
多

く
の
船
舶
を
攻
撃
し
た
と
い
う
主
張

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、ソ
連
が「
一

方
的
に
」
と
強
調
す
る
こ
と
は
、
控

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

終
戦
か
ら
８０
年
を
迎
え
る
今
、
直

接
的
な
戦
争
体
験
者
も
少
な
く
な
っ

て
い
く
中
、
帰
国
の
夢
を
果
た
せ
な

か
っ
た
日
本
人
た
ち
の
無
念
と
悲
劇

を
伝
え
、
ま
た
「
自
分
た
ち
日
本
軍

は
シ
ベ
リ
ア
や
満
州
の
地
に
お
い

て
、
被
害
者
で
も
あ
り
加
害
者
で
も

あ
っ
た
」
と
証
言
す
る
抑
留
経
験
者

た
ち
の
声
を
風
化
さ
せ
ず
、
平
和
の

尊
さ
を
次
世
代
に
伝
え
て
ゆ
く
役
目

が
、
私
た
ち
に
は
あ
る
と
思
う
次
第

で
す
。

収容所構成の一例

原爆死没者に黙とうを
８０年前の８月６日午前８時１５分広島市に、８月９日午前１１時２分長崎
市に、原爆が投下され、多くの尊い命が失われました。
原爆死没者のご冥福と核兵器のない世界を願い、各日時に１分間の黙
とうをお願いします。
また、８月１５日は終戦記念日です。全ての戦争犠牲者のご冥福と世界
の恒久平和を願い、正午から１分間の黙とうをお願いします。

市同和・人権・平和課℡７８４-８１４８
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❶
木
❷
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❸
井
❹
木
❺
井
❻
井
❼
木
❽
木

健
康

８
月
１３
〜
１５
日
開
設

休
日
応
急
診
療
所

お
盆
期
間
（
８
月
１３
〜
１５
日
）
の

休
日
応
急
診
療
所
（
内
科
）
の
開
設

日
時
は
下
表
の
通
り
。

受
診
の
際
は
マ
イ
ナ
保
険
証
な
ど

を
持
っ
て
、
診
療
終
了
時
間
の
３０
分

前
ま
で
に
受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ

い
。急

病
時
な
ど
の
救
急
医
療
機
関
の

案
内
や
気
に
な
る
症
状
、
健
康
相
談

な
ど
は
「
い
た
み
健
康
・
医
療
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
２４
」
�®
０
１
２
０
・
７８３
・

９９０
ま
た
は
「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
ひ

ょ
う
ご
」
＃
７
１
１
９
（
固
定
電
話

か
ら
は
℡
０７８
・
３３１
・
７
１
１
９
）へ
。

◆
不
育
症
治
療
支
援

妊
娠
し
て
も

お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
が
育
た
ず
流
産
や

死
産
を
繰
り
返
す
状
態
を
不
育
症
と

い
い
ま
す
。

市
は
、
不
育
症
の
検
査
・
治
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】▽
治
療
な
ど
の
期
間
中
、

夫
婦
の
い
ず
れ
も
が
市
内
に
住
民
登

録
を
有
す
る
法
律
上
の
婚
姻
ま
た
は

事
実
婚
の
夫
婦
▽
治
療
な
ど
を
行
っ

た
期
間
の
初
日
に
お
け
る
妻
の
年
齢

が
４３
歳
未
満
▽
妻
が
不
育
症
で
あ
る

と
医
師
に
診
断
さ
れ
て
い
る
▽
申
請

に
係
る
治
療
な
ど
に
つ
い
て
、
他
の

自
治
体
が
実
施
す
る
不
育
症
の
治
療

な
ど
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
。

【
助
成
額
】
医
療
保
険
が
適
用
さ

れ
な
い
医
療
費
の
う
ち
▽
検
査
費
用



１０
分
の
７
▽
治
療
費
用


２
分
の

１
。
４
月
１
日
〜
来
年
３
月
３１
日
の

検
査
・
治
療
が
対

象
。助

成
内
容
は
、

下
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
確
認
を
。

◎
不
妊
治
療
ペ
ア
検
査
助
成
事
業

市
は
、
不
妊
症
の
早
期
発
見
に
係
る

検
査
費
用
を
次
の
通
り
助
成
し
ま

す
。【

対
象
】
▽
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が

市
内
に
住
所
を
有
す
る
▽
法
律
上
の

婚
姻
ま
た
は
事
実
婚
の
夫
婦
▽
初
診

日
に
お
け
る
妻
の
年
齢
が
４３
歳
未
満

▽
原
則
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
受
診
し
た

▽
申
請
に
係
る
検
査
に
つ
い
て
、
他

の
自
治
体
が
実
施
す
る
不
妊
の
検
査

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
。

【
助
成
内
容
】
４
月
１
日
以
降
に

行
っ
た
保
険
適
用
外
の
不
妊
の
検
査

に
係
る
費
用
の
１０
分
の
７
。
１
組
１

回
限
り
。

＊

＊

�
来
年
３
月
３１
日
ま
で
に
、
申
請

書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
直
接
か
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４

�
０
８
９
８
千
僧
１
―
１
―
１
伊
丹

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
課

へ
。

◆
健
康
度
ア
ッ
プ
相
談
会

９
月
２５

日
㈭
、
１０
月
２８
日
㈫
い
ず
れ
も
午
前

９
時
半
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

保
健
師
と
管
理
栄
養
士
が
個
別
に

健
診
結
果
や
生
活
習
慣
に
関
す
る
疑

問
、
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
希
望

者
に
体
組
成
測
定
を
実
施
。

定
員
各
６
人
。
無
料
。

�
電
話
で
❶
市
健
康
政
策
課
へ
。

先
着
順
。

◆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン

８
月

７
日
㈭
午
前
１０
時
半
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
伊
丹
昆
陽
（
池
尻
４
）
で
。

定
員
５０
人
。
無
料
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。
先
着
順
。

問
イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
丹
昆
陽
℡
７７３

・
６
９
８
０
。

◆
市
国
保
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者

健
診

対
象
は
４０
歳
以
上
の
市
国
保

加
入
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被

保
険
者
。
市
国
保
加
入
者
は
受
診
時

に
受
診
券
が
必
要
（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
は
不
要
）。
対

象
者
に
は
５
月
に
受
診
券
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
４
月
以
降
に
市
国
保
に

加
入
し
た
人
は
、
❶
市
健
康
政
策
課

に
受
診
券
の
請
求
を
。

受
診
方
法
は
次
の
通
り
。

【
市
内
実
施
医
療
機
関
で
受
診
】

直
接
、
市
内
実
施
医
療
機
関
に
健
診

日
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
を
。
無
料
。

【
集
団
健
診
で
受
診
】
１０
月
７
日

㈫
、
１９
日
㈰
、
３０
日
㈭
、
１１
月
４
日

㈫
、
１８
日
㈫
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

で
。い

ず
れ
も
午
前
８
時
４５
分
〜
１１
時

１５
分
に
受
け
付
け
。

定
員
各
８０
人
。
無
料
。

追
加
検
査
・
検
診
（
満
６４
歳
以
下

は
有
料
）
で
、
胃
が
ん
検
診
、
肺
が

ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
大

腸
が
ん
検
診
、前
立
腺
が
ん
検
診（
昭

和
５１
年
３
月
３１
日
以
前
生
ま
れ
の
男

性
）
も
併
せ
て
受
診
で
き
ま
す
。

◎
３０
歳
代
の
健
診

９
月
４
日
㈭
、

２２
日
㈪
の
午
前
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

で
。子

ど
も
の
同
伴
可
。

▽
検
査
項
目


血
液
検
査
、
尿
検

査
、
血
圧
測
定
、
身
体
測
定
、
腹
囲

測
定
、
診
察
、
問
診
。
希
望
者
に
は

体
組
成
測
定
を
実
施
▽
対
象
・
定
員



昭
和
６１
年
４
月
１
日
〜
平
成
８
年

３
月
３１
日
生
ま
れ
の
人
。
各
７５
人
▽

受
診
料


１
千
１００
円
。

◎
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
）

対
象
は
、
昭
和
６１
年
３
月
３１

日
以
前
生
ま
れ
の
女
性
。
令
和
６
年

４
月
１
日
以
降
に
市
の
乳
が
ん
検
診

を
受
け
た
人
か
、
妊
娠
中
や
治
療
中

な
ど
の
人
除
く
。
受
診
料
１
千
７００

円
。
満
６５
歳
以
上
は
無
料
。

受
診
方
法
は
次
の
通
り
。

【
市
内
実
施
医
療
機
関
で
受
診
】

市
内
実
施
医
療
機
関
は
▽
市
立
伊
丹

病
院
▽
近
畿
中
央
病
院
（
車
塚
３
）

▽
ば
ば
ブ
レ
ス
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
西

台
１
）。
各
医
療
機
関
へ
直
接
、
申

し
込
み
を
。

【
検
診
車
で
受
診
】
１０
月
８
日

㈬
、
１７
日
㈮
、
２３
日
㈭
、
１１
月
６
日

㈭
、
１１
日
㈫
、
１８
日
㈫
、
２８
日
㈮
い

ず
れ
も
午
前
、市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

◎
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

日
程
と

会
場
は
左
表
の
通
り
。

対
象
は
▽
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診



昭
和
６１
年
３
月
３１
日
以
前
生
ま
れ

の
人
（
妊
娠
中
や
放
射
線
治
療
中
な

か
く
た
ん

ど
の
人
除
く
）
▽
喀
痰
検
査
（
肺
が

ん
検
診
と
セ
ッ
ト
）


昭
和
５１
年
３

月
３１
日
以
前
生
ま
れ
で
喫
煙
指
数

（
１
日
当
た
り
の
本
数
×
年
数
）
が

６００
以
上
で
あ
る
人
（
過
去
に
お
け
る

喫
煙
者
含
む
）
▽
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連

疾
患
検
診（
肺
が
ん
検
診
と
セ
ッ
ト
）



昭
和
６１
年
３
月
３１
日
以
前
生
ま
れ

で
ア
ス
ベ
ス
ト
の
影
響
に
よ
る
病
気

を
心
配
さ
れ
る
人
。

当
日
の
問
診
の
結
果
、
受
診
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

受
診
料
は
▽
胃
が
ん
検
診


５００
円

▽
肺
が
ん
検
診


１００
円
▽
喀
痰
検
査



４００
円
▽
ア
ス
ベ
ス
ト
検
診


無
料

―
―
で
す
。
満
６５
歳
以
上
は
無
料
。

＊

＊

�
▽
下
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
電
子

申
請
▽
電
話
▽
は

が
き
か
フ
ァ
ク
ス

に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性

別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
希
望

す
る
健
（
検
）
診
名
、
受
診
希
望
日

を
書
い
て
、
〒
６６４
・
０
８
９
８
千
僧

１
―
１
―
１
伊
丹
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
健
康
政
策
課
へ
。
先
着
順
。

健
（
検
）
診
日
の
約
１０
日
前
に
受

診
案
内
を
送
付
し
ま
す
（
予
約
が
取

れ
な
い
場
合
の
み
、
市
健
康
政
策
課

か
ら
連
絡
）。

◆
天
王
寺
川
中
卒
業
生
対
象
ア
ス
ベ

ス
ト
関
連
疾
患
検
診

平
成
２０
年
３

月
以
前
に
天
王
寺
川
中
を
卒
業
し
た

人
を
対
象
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾

患
検
診
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

日
程
と
会
場
は
▽
９
月
１
日
㈪



ア
イ
ホ
ー
ル
▽
１３
日
㈯


市
保
健
セ

ン
タ
ー
▽
１０
月
２
日
㈭


野
間
笠
松

セ
ン
タ
ー
▽
１６
日
㈭


サ
ン
シ
テ
ィ

ホ
ー
ル
。
い
ず
れ
も
午
前
。

定
員
各
２０
人
。
無
料
。

�
８
月
４
〜
８
日
に
電
話
で
市
教

委
保
健
体
育
課
℡
７８４
・
８
０
８
７

へ
。
先
着
順
。

市保健センター
❶市健康政策課
℡７８４－８０８０ ファクス ７８４－３２８１
❷市母子保健課
℡７８４－８０３４ ファクス ７８４－３２８１

休日・夜間の診療
【内科】❸休日応急診療所
℡７８４－８１７１ ファクス ７８４－８１４１
�土曜＝１８ ：００～２１ ：００�日曜、祝日
＝９ ：００～１２ ：００／１８ ：００～２１ ：００

こうくう

【歯科】❹市口腔保健センター
℡・ファクス７８３－００７８
�日曜、祝日＝９ ：００～１２ ：００
（受け付けは１１ ：３０まで）
【小児科】❺阪神北広域こども急病センター
℡７７０－９９８８ ファクス ７７０－９９０５
�平日＝１９ ：３０（診察は２０ ：００から）～
翌６ ：３０�土曜＝１４ ：３０（診察は１５ ：００か
ら）～翌６ ：３０�日曜、祝日８ ：３０（診
察は９ ：００から）～翌６ ：３０

いんこう

【眼科・耳鼻咽喉科】休日夜間急病診療所
℡０６－６４３６－８７０１
ファクス０６－６４３１－９３０１
（尼崎市水堂町３－１５－２０）
・眼科�日曜、祝日＝９ ：００～１６ ：００
・耳鼻咽喉科�土曜＝１８ ：００～２０ ：３０
�日曜、祝日＝９ ：００～１６ ：００
❻県伊丹健康福祉事務所（伊丹保健所）
℡７８５－９４３７ファクス７７７－４０９１

８月の健康カレンダー胃がん・肺がん検診 日程と会場
会場

市保健センター※
市保健センター▲
アイホール★
市保健センター
市保健センター▲

受付開始時間は午前９時、午後１時半（★印は午前９時半）、受付時間は指
定します。▲印の日程は肺がん検診のみの実施。※肺がんのみの受付は終了。

時間
午前
午後
午前
午前
午後

日（曜日）

２８日㈭

１日㈪

１３日㈯

月

８

９

備 考
開庁時間内随時。窓口で妊娠届出書を作成。マイナンバーカ
ードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証・パスポ
ートを１点もしくは健康保険証・年金手帳など２点）を持参

申し込みなど詳しくは市ホームページで確認を

小児科医・理学療法士
・保健師による面接相
談

心理士・保健師による
面接相談

保健師・栄養士による
面接相談

詳しくは市ホームページ
で確認してください。ま
た、市外から転入した人
で、まだ受けていない健
診がある場合は、市保健
センターへ連絡してくだ
さい

歯や口の相談
（予約不要）。無料

指定容器が必要

食品表示（保健事項）
や難病患者等の食事に
関する相談

精神科医師による心の
相談

時 間

日時は予約時に問い合わせてくださ
い。℡７８４-８０３４

１３：１５～１５：１５

個別に案内しています

日時は直接、実施医療機関に問い合わ
せてください

個別に案内しています

１３：００～１４：００

９：００～１１：００
℡７８５-９４３７

１３：００～１３：４５
℡７８５-２３７１

１３:３０～１５:３０
℡７８５-７８６１

１３:３０～１５:００
℡７８５-７４６２

日

８・１５日

８・２６日

２２日

４・１８・２５日

２８日

４・５・１２・
１８・１９・２５・
２６日

７・２１日

２５日

２５日

対 象

医療機関で子宮内に胎児心拍
を確認した人

妊娠している人。家族１人同
伴可

令和７年２・３月生まれ

妊婦とパートナー、１か月児
健診を終えた６か月未満児と
父母（第１子優先）

発育・運動発達などの心配が
ある人（就学前まで）

言葉の遅れ、しつけなどの心
配がある人（１歳から就学前）

育児に関して悩んでいる人

令 和 ６ 年 １０ 月 生 ま れ

幼児・一般・妊婦

希望する人・企業

希望する人

希望する人・企業

希望する人

項 目

母 子 健 康
手 帳 の 交 付

も う す ぐ
パ パ マ マ 教 室
（ 申 し 込 み は １ 日 か ら ）
モ グ モ グ離 乳 食 教 室
（ 初 期 の 人 向 け ）
（ 申 し 込 み は １ 日 か ら ）
ぷれパパママ＆ふれっしゅ
パ パ マ マ の つ ど い
（ 申 し 込 み は １ 日 か ら ）
乳 幼 児 発 達
相 談
（ 要 予 約 ）

幼 児 の 相 談
（ 要 予 約 ）

す く す く
育 児 相 談

４ か 月 児 健 診

１ ０ か 月 児 健 診

１ 歳 ６ か 月 児
健 診

３ 歳 児 健 診

歯 科 保 健 相 談

ふ ん 便 検 査
飲 料 水 検 査
（ 所 付 ）
Ｈ Ｉ Ｖ 抗 体 検 査
（ 要 予 約 ）
（ 健 康 管 理 課 ）
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査
（ 要 予 約 ）
（ 健 康 管 理 課 ）
専 門 栄 養 相 談
（ 要 予 約 ）
（ 健 康 管 理 課 ）
こ こ ろ の ケ ア 相 談
（ 要 予 約 ）
（ 地 域 保 健 課 ）

場所

市
保
健
セ
ン
タ
ー

医
療

機
関
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ン
タ
ー

市
口
腔
保
健

セ
ン
タ
ー

兵
庫
県
伊
丹
健
康
福
祉
事
務
所

お盆期間の休日応急診療所の開設日時

午後

６～９時

午前

９時～正午

８月

１３日㈬

１４日㈭

１５日㈮
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△！複数回講座の休講日は記載しておりません。各問い合わせ先にご確認ください

�８月７日に市㋭から電子申請を。�
�子育て支援センター℡７７１-１１５２
就職準備セミナー
�８月２１日㈭１３:３０ �職業興味性格
検査 �１５～４９歳の無就業者６人 �
無料 �	宝塚地域若者サポートステ
ーション℡０７９７-６９-６３０５へ。

第３４回楽しい合唱講習会
�９月７日㈰１０:００ �みんなで合唱
曲を歌う講習会 �１２０人 �無料
�８月８日から伊丹アイフォニックホ
ール℡７８０-２１１０へ。

土曜日のワークショップ
�９月１３日～１２月６日の土曜（全４回）
１０:００ �ストレッチ・エクササイズ
�中学生以上１８人 �４０００円（１回
１２００円） �８月１０日１０:００から	ア
イホール℡７８２-２０００へ。


アイホール
℡７８２-２０００

地域福祉ネット会議「ありおか哲学カフェ」
�８月２２日㈮１４:００ �参加者自身で
決めるテーマと福祉に関するテーマに
ついて「対話」する �２０人 �無料
�８月１～１８日に	社会福祉協議会℡
７８５-０８６０へ。

アイホールエンゲキブ２学期
�９月１３日～１１月１５日の土曜（全３回）
１３:００ �「コミュニケーション」を
テーマに演劇をする下地を学ぶ �小
学５年～中学生１０人 �１２００円（１回
５００円） �同ホール㋭から電子申請
を。


サンシティホール
℡７８３-２３５０

納涼コンサート
シ ル バ ー

�８月２４日㈰１３:３０～１５:００ �Silver
デ イ ズ

Daysと天王寺川中吹奏楽部によるコ
ンサート �１２０人 �無料 � 

健康寿命をのばす料理教室
�８月３１日㈰１０:００ �フレイル予防
のための時短料理を作る �５０歳以上
１２人 �１２００円 ��７８５-２４６１か

に必要事項を書いて、８月２１日までに
直接か郵送（必着）で〒６６４‐００２３中
野西１‒１４８‒１サンシティホールへ。�

いたみいきいきプラザ

スマホ☆カフェ
�８月１２・２６日の火曜１６:３０ �基本
的なスマートフォンの操作を学ぶ �
無料 � �ボランティア・市民活動
センター℡７８０-１０４５
つくって学ぼう！募金箱～赤い羽根共同募金～
�８月１９日㈫１０:００ �募金箱に飾り
付けや塗り絵をする �小学生１０人
（３年生以下は保護者同伴） �無料
�８月１５日までに社会福祉協議会℡
７７９-８５１２へ。

親子プログラミング教室
�８月２４日㈰１４:００ �スクラッチで
「音楽会」をプログラミングする �
小学生以上の親子３組 �２００円 �
１０:００～１７:００に	伊丹なるほどパソコ
ンクラブ℡０８０-６１１５-０７３０へ。


伊丹商工プラザ

フリースクール等と連携した相談会
�８月１９日㈫１３:３０ �民間団体など
からの事業・活動の説明と個別相談会
�小・中学生の保護者１００人（子ども
の同伴も可） �無料 �８月１２日ま

でに県教育委員会㋭から電子申請を。

 �同事務局義務教育課℡０７８-３６２
-３７４０
がいこく じ どう に ほん ご きょうしつ

外国につながりのある児童のための日本語教室
ど よう ぜん かい

�８月２３日～１０月１１日の土曜（全５回）
に ほん ご べん きょう しょう がっ こう べん

９:３０ �日本語の勉強や小学校の勉
きょう あそ がい こく

強をしたり、遊んだりする �外国
じん き こく し じょ しょうがくせい む

人、帰国子女などの小学生１０人 �無
りょう でん わ し どう わ じんけん へい わ か

料 �電話で市同和・人権・平和課℡
７８４-８１４８へ。

外国人材（人財）受け入れ対策セミナー
�９月５日㈮１３:３０ �外国人材労働
者・留学生の現状の解説や「やさしい
日本語」について、具体的な実例につ
いて学ぶ �３０人 �１１００円 �８月
２９日までに産業振興センター℡７７３-
５００７（同センター㋭から電子申請も可）
へ。

中小企業の事業承継
�９月１７日㈬１３:００ �「後継者の体
験に学ぶ、承継のヒント」 �１５人（オ
ンライン受講５０人） �１１００円 �９
月１０日までに産業振興センター℡７７３
-５００７（同センター㋭から電子申請も
可）へ。


その他施設・イベント

図書館神津分館
【あかちゃんからのおはなし会】�８
月５日㈫１０:３０、１１:００ �乳幼児とそ
の保護者各５組 �無料 � 
 �
同分館℡７６４-５９９１
みどりのプラザ
【センスオブワンダー展】�８月１０～
２５日（２５日㈪は１６:００まで） �岩絵
の具・パステル・アクリル絵の具の作
品や杉原紙と書を展示 �無料 �同
プラザ℡７７２-７６９６
こども文化科学館
【ちょこっとサイエンス「花火のひみ
つ」】�８月１０日㈰１４:２５、１５:０５ �花
火の仕組みや不思議について、実験を
交えて紹介 �各４５人 �要観覧料
（１３:００から整理券を配布） � 

�同館℡７８４-１２２２
伊丹アイフォニックホール

イ チ イ タ ジ ャ ズ ア ン

【市立伊丹高 ICHI☆ITA JAZZ Ense
サ ン ブ ル

mble「サマーコンサート２０２５」】�８
月１１日㈷１４:００ �ビッグバンドジャ
ズの演奏 �４００人 �無料 � 

�市立伊丹高吹奏楽部℡７７２-２０４０
図書館西分室
【おはなし会】�８月１２日㈫１１:００ �
絵本や紙芝居の読み聞かせなど �２
歳以上 �無料 � �同分室℡７８４
-８０２１
県動物愛護センター夏休みセミナー
�８月１９日㈫、２４日㈰の１３:３０ �県
動物愛護センター（尼崎市西昆陽） �
丸めた新聞紙に和紙や包装紙を貼り、
張り子のネコを作る �小学生とその
保護者各１０組（タオル、飲み物、はさ
みなど持参） �無料 �	同センタ
ー℡０６-６４３２-４５９９か�０６-６４３４-２３９９
に必要事項と参加希望
日、学年を書いて８月４
～１３日に同センター（二
次元コードから電子申請
も可）へ。

消防局
【もしもの時に備えて応急手当を学ぼ
う！】�８月２２日㈮９:３０ �心肺蘇

生法（成人）と自動体外式除細動器
（AED）の取扱い、予防救急 �３０人
�無料 �８月１日９:００から	同局
救急課℡７８３-０３２２へ。

伊丹市シルバーフェスティバル競技大会
�＆�＆�は下表の通り �６０歳以上
�無料 �いずれも８月１１日までにサ
ンシティホール℡７８３-２３５０か神津福
祉センター℡７７７-１０２２へ

日時 会場 種目
８月２３日㈯９:１５ サンシティ

ホール

パターゴル
フ

８月２９日㈮９:３０ 卓球

８月３１日㈰１０:００
将棋

神津福祉
センター 囲碁

９月６日㈯１３:００ サンシティ
ホール 玉突

アイ愛センター
【「成年後見業務」体験教室】�８月２７
日㈬１０:３０ �身上保護と財産管理を
体験 �１００人 �無料 �伊丹市福
祉権利擁護センター℡７４４-５１３０（�
７８７-６９１１も可）へ。

自立のための生活講座
�８月２９日㈮１３:３０ �市役所１階の
１０５会議室 �テーマ「マインドフル
ネス（ありのままの自分に気づき受け
入れる心の状態）について」 �精神
障がい者２０人 �無料 �アイ愛セン
ター（℡７７２-０２２１）にある申込書に
必要事項を書き、直接同センターか�
７８０-２８９７へ。

市民まちづくりプラザ
【SNS・インスタグラムを始めよう】�
８月３０日㈯１４:００ �まちづくり活動
をSNSで効果的に発信する方法につい
て解説 �２０人 �無料 �８月２９日
までに同プラザ℡７８０-１２３４（同プラ
ザ㋭から電子申請も可）へ。

伊丹レディーススポーツ大会
�＆�９月�７日㈰＝①６人制バレー
ボール�１４日㈰＝②９人制バレーボー
ル�２３日㈷＝③バドミントン�１０月５
日㈰＝④スポンジボールテニス。いず
れも９:００ �①昆陽里小学校②③緑
ケ丘体育館④伊丹スポーツセンター
�①２０００円②３０００円③④各６００円 �
①８月１３日までに小幡さん℡

②８月２３日までに水下さん
℡ ③９月３日までに相
野さん℡ ④９月４日までに
原田さん℡ へ
埋蔵文化財センター
【歴史ロマン体験学習】�９月２０日㈯

まがたま

１０:００、１３:００ �勾玉を作る �小学
生各１０人（３年生以下は保護者同伴）
�各５００円 �８月１２日から	市文化
振興課（文化財担当）℡７８４－８０９０へ。


ここいろ
【スター・ペアレンティング講座】�
９月２２日～１０月２７日の月曜（全５回）
１０:００ �親子間、子ども同士で起こ
る問題解決プログラムにワークショッ
プを交えて具体的な方法を学ぶ �２０
人 �無料 �８月１日から同所℡
７８１-５５１６（同所㋭から電子申請も可）
へ。
 �１歳～就学前６人（１人１
回３００円。要予約）
阪神くすの木学級宝塚教室
�＆��①９月２８日㈰１０:１５＝宝塚市
立東公民館（宝塚市山本南）�②１０月
１９日㈰１０:００＝市立文化芸術センタ

ー、手塚治虫記念館（同市武庫川町）
�③１１月３０日㈰＝市立中央公民館（同
市末広町） �聴覚・言語に障がいの
ある１６歳以上①②各４０人③１００人 �
無料（昼食代別） �８月１５日までに
	アイ愛センター℡７７２-０２２１へ。

阪神青い鳥学級北支部三田教室
�＆��９月２９日㈪１０:３０＝三田市総
合文化センター郷の音ホール（三田市
天神）�１１月１４日㈮１０:３０＝三田市ガ
ラス工芸館（同市香下）�１２月１１日㈭
１０:３０＝兵庫県立人と自然の博物館（同
市弥生が丘） �視覚に障がいがある
１６歳以上各５０人 �８月１５日までに	
アイ愛センター℡７７２-０２２１へ。
 費
用など詳しくは同センター㋭で確認を
ひょうご北摂里山ライド２０２５
�１０月２６日㈰８:００ �大島であい公
園（猪名川町島前田）に集合し、ひょ
うご北摂の里山地域約９０kmを自転車
で巡る �１００人 �８０００円 �スポ
ーツエントリー（二次元
コード）から電子申請
を。
 �ひょうご北摂
里山ライド実行委員会事
務局℡０７９７-８３-３１３３
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�ピックアップ広報伊丹（月～金曜８：３０／
１２：００／１８：１０）
�いたみイベントナビゲーション（土曜９：３０
・日曜９：００）
�カルチャーパレット～いたみのアトリエ
（火～金曜１０：５０／１５：５０・土曜１０：４９／１４：４９）
�伊丹市役所何でも質問箱（火曜９：００／
１４：３０・土曜１１：４５）
�魅力発見！いたみの広場（水曜９：００／
１９：００・日曜１１：００）
�輝け！いたみっ子（木曜９：００／１９：００・日
曜１２：３０）
�伊丹市防災インフォメーション（土・日曜
１３：１５）

廃食用油・充電式電池・カセットボンベ・スプレー缶・刃物・電池類を回収
併せてフードドライブを実施

�８月号＝「夏のあんしん大作戦～熱中症
から身を守ろう～」
放送の翌月、番組の一部をYouTubeで配
信します。

７９．４
メガヘルツ
℡７８５-４１６０
市提供番組

ベイ・コミュニケーションズ
℡０６-６４１７-７８９２

「いたみだより」
ケーブルテレビ市広報番組
月替わりでデジタル放送（１１ch）
毎週土・日曜の９：００に放送

お便りやリクエストも
受け付け中!
Ｅメール happy@fmitami.jp
ファクス ７８５-４１６１

回収場所・回収日は下表の通り。回収時間
はいずれも９：００～１０：３０（※は１４：００～
１５：３０）。
�市環境クリーンセンター℡７８２-０９６８

「ハッピーエフエムいたみ」
災害時には緊急放送を実施

回収場所 回収日
※緑ケ丘体育館 毎週月曜
西野大谷公園、「ふらっと」人権センター 毎週火曜
きららホール、こらくる西側、
※伸幸苑（寺本６） 毎週水曜

市役所東館防災センター南側、神津交
流センター、くらしのプラザ 毎週木曜

野間分室、南分室 毎週金曜



伊
丹
広
報
７
面

０
８
０
１
０
６
・
７

井
❶
井
❷
井
❸
井
❹
木
❺
井
❻
井
❼
木
❽
木
❾
井
10
井

（７）広報伊丹■２０２５（令和７）年８月１日 第１５４７号

お 知 ら せ

シルバー人材センター入会説明会
�８月５日㈫１３:３０ �＆�シルバー
人材センター℡７７２-０１６１ �おおむ
ね６０歳以上 �無料 �

つ の る
ほうかご図書館くらぶメンバー
�８月１日～来年２月２１日 �図書館
南分館 �同分館でお薦め本の紹介、
イベントの企画・運営などを行う人を
�小学５年～高校生１０人 	同分館℡
７８１-７３３３へ。

伊丹市民オペラ定期公演ボランティア
�来年１月２５日㈰に東リ いたみホー
ルで開催する同公演「愛の妙薬」の本
番や立ち稽古、受け付け補助を �１８
～６０歳５人程度 	所定の応募用紙
（伊丹アイフォニックホール（℡７８０-
２１１０）㋭からダウンロード可）に必要
事項を書いて、１２月９日までに直接か
郵送（必着）で〒６６４-０８９５宮ノ前１‒３
‒３０伊丹アイフォニックホール（同ホ
ール㋭から電子申請も可）へ

図書館南分館
℡７８１-７３３３

平和のおはなし会＆クラフトくらぶ
�８月１日㈮１０:３０ �平和に関する
絵本の読み聞かせ、平和のチャーム作
り �小学５・６年生１５人 �無料
� 

デコ文具をつくろう！
�８月４日㈪１０:３０ �図書館利用券
を入れるケースを作る �小学生１０人
�無料 � 

パラパラえほんをつくろう！
�８月６日㈬１０:３０ �ページをめく

ると絵が動き出す絵本を作る �小学
生１０人 �無料 � 

赤ちゃんのおはなし会
�８月７日㈭１０:３０、１１:００ �絵本の
読み聞かせ、わらべうたなど �２歳
児以下とその保護者各１０組 �無料
� 

幼児さんのおはなし会
�８月９日㈯１０:３０ �３～５歳１５人
�無料 � 


図書館北分館
℡７７０-０５１９

親子でたのしむおはなし会
�８月８日㈮１０:３０ �親子向けの読
み聞かせや手遊びなど �乳幼児とそ
の保護者 �無料 �

キ タ

夏休みこどもＫＩＴＡ☆シネマ
�＆�８月�８日㈮＝「ふしぎ駄菓子
屋銭天堂４」（２０２２年。日本。９０分）�
１４日㈭＝「ざんねんないきもの事典」
（２０２２年。日本。９１分）。いずれも１４:００
�小学生以下各３０人 �無料 � 

ＫＩＴＡシネマ
�８月１０日㈰１３:３０ �「真珠湾８０年
生きて愛して、そして」（２０２１年。日
本。９９分） �４０人 �無料 � 

いろはのかみしばい
�８月１５日㈮１５:３０ �紙芝居や手遊
びなど �３０人 �無料 � 


ぐら

図書館「ことば蔵」
℡７８３-２７７５

たの

おとなが愉しむおはなし会
�８月１日㈮１３:３０ �絵本の読み聞
かせなど �１５歳以上１５人 �無料
� 

おはなし会
�＆�８月�２日㈯１５:００＝５歳～小
学生１５人�１３日㈬１０:３０＝２～４歳と
その保護者２５組 �無料 � 

おひざの上でおはなし会
�８月６日㈬１０:００、１０:３０ �手遊び、
絵本の読み聞かせなど �１歳以下と
その保護者各２５組 �無料 � 

平和を語るおはなし会
�８月９日㈯１５:００ �５歳～小学生
１５人 �無料 � 

絵本よんで！
�８月１４日㈭１４:００ �幼児～小学生
�無料 �
あなただけのお誕生日の本
�誕生日に合った本２冊を選んで９月
に貸し出し �９月生まれの小学生３
人（要図書館利用券） �無料 	８
月１～１５日に直接、同館へ。

交流イベント
【小さなワークショップ ボンドでア
ート】�８月１６日㈯１０:００ �ヒマワ
リのウインドーステッカーを作り展示
（作品は後日引き渡し） �５歳～小学
生とその保護者３０組 �無料 � 

【いたみアーカイ部】�８月２４日㈰
１４:００ �伊丹の歴史や景観、記憶な
どをデジタルコンテンツに残す �無
料 �
【漫画を語ろう】�８月２７日㈬１８:３０
�「科学」「ヤンキー」をテーマにみ
んなで語り合う �無料 �

【①第二弾 語り合う関西の鉄道の歴
史を】�８月３０日㈯１３:００ �関西の
鉄道史ファンの交流会 �小学生以上
６人（小学生は保護者同伴） �無料
【②なつかしくてあたらしいわらべう
たあそびとおはなしの会・夏】�８月
３１日㈰１４:００ �３０人 �無料
【③ことば蔵の小さな演奏会「鳴く虫
とうたと鍵盤と」】�９月４日㈭１４:００
�シラハタショウコさんのミニコンサ
ート �３０人 �無料
【④朗読ライブ「夏の終わりの妖しい
夜PARTⅡ」】�９月４日㈭１８:００ �
小泉八雲や宮部みゆきなどの作品の朗
読を鑑賞する �３０人 �無料
【⑤講座 暮らしの中の損害保険】�
９月６日㈯１５:００ �自転車賠償保険
などを中心に損害保険の仕組みなどを
解説 �２０人 �無料
【補助金の利用でお住まいを快適に】�
９月１３日㈯１０:３０ �２０人 �無料
� 

	①～⑤同館交流貸室担当へ。

�同館交流貸室担当℡７８４-８１７０
図書館「ことば蔵」ギャラリー催し
�８月５～３１日 �誰かに伝えたい
「身近な自然」絵はがきギャラリー展
�無料 �同館交流貸室担当℡７８４-
８１７０

緑ケ丘体育館
℡７７０-４４０１

ズ ン バ

サタデーZUMBA®
�８月２３日㈯１９:１５ �ラテン系の音
楽に合わせて踊る �中学生以上１５人
�１０００円
プールでカヌー体験
�９月６日㈯１０:３０、１３:３０ �小学生
以上各２０人 �各２０００円
	いずれも８月１日から同館へ。


中央公民館
℡７８４-８０００

子育てサロン
�８月２７日㈬１０:００～１５:００ �自由に
工作、お絵かきなど。１０:４５から夏祭り
�就学前とその保護者 �無料 �
SDGs映画会
�９月１３日㈯１０:００、１３:３０ �「都市
を耕す エディブルシティ」（２０１４
年。アメリカ。５６分） �各３０人 �
無料 	８月１６日１０:００から同館（同
館㋭から電子申請も可）へ。
 �１
歳半～就学前各６人（１人３５０円。９
月３日までに要予約）

こらくる
℡７６７-７６７６

こらくる放課後クラブ
�＆�８月�６日＝鬼ごっこ�２０日＝
しっぽとり。いずれも水曜１６:００ �
小学生各２０人 �無料 � 

絵本を楽しもう！
�＆�８月９日㈯�１０:００＝２歳児以
下�１１:００＝３歳以上とその保護者。
各５組 �無料 � 

なつのゆうべ

イ チ

�８月２４日㈰１６:００～１８:００ �ICHI☆
イ タ ジ ャ ズ ア ン サ ン ブ ル

ITA JAZZ Ensembleの演奏会、縁日
や模擬店など �幼児～高校生３００人

（幼児は保護者同伴） �無料 � 

ママが笑顔になるゆったりヨガ
�９月４日㈭１０:１５ �腰痛や肩凝り
対策 �３歳児以下とその保護者１０組
�５００円 	８月７日から同所へ。


スワンホール
℡７７９-５６６１

スワンあそびカフェ
�８月８日㈮、２３日㈯の９:００～２０:４５
�自由に遊ぶ �小・中学生各２５人
�無料 � 

マ コ ヨ ガ

MAKO YOGA～姿勢改善～
�８月１３日～来年３月の水曜（全１６回）
１９:００ �肩凝り・腰痛対策、体力ア
ップのためのヨガ �１８歳以上１８人
�１カ月３０００円（無料体験有り） 	
同ホールへ。

「秋冬野菜の育て方」セミナー
�８月３０日㈯１０:００ �６０人 �２００円
	８月２８日までの月～金曜９:００～
１２:００に�NPO法人伊丹市土に親しむ
会事務所℡７７９-５５４４へ。

学校に行けなくても人生が終わるわけではない

講師の片岡妙晶さん

�９月６日㈯１３:３０
きょうかい し

�僧侶・教誨師の片
みょうしょう

岡妙晶さんによる講
演会 �６０人 �無
料 	８月１日から
同ホール（同ホール
㋭から電子申請も
可）へ。


ラスタホール
℡７８１-８８７７

※スマホ相談室
�８月２８日㈭１３:３０ �ボランティア
スタッフにスマートフォンの基本操作
を相談 �無料 �
英語で楽しくあそびましょう！
�９月８日㈪１０:３０ �英語の先生と
一緒に、英語の絵本を読んだり遊んだ
りする �２歳～就学前とその保護者
１０組 �無料
親子でわくわく遊び
�９月１０日～１２月１０日の水曜（全８回）
�９:３０＝①ひよこコース�１０:３０＝②
うさぎコース �親子でふれあい遊び
や体操、工作など �①６カ月～１歳
半程度とその保護者②１歳半～３歳程
度とその保護者。各１５組 �各５２００円
管楽器アンサンブル
�９月１０日～１２月１７日の水曜（全１１回）
１９:３０ �楽器を持ち寄り、合奏する。
１２月２０日㈯はクリスマスコンサート
�若干名（トランペット以外で３年程
度の楽器経験者） �１万１０００円
ラスタ小学生手芸クラブ
�９月１７日㈬１６:００ �ビーズやひも
を使って、２種類のキーホルダーを作
る �小学生１０人 �１８００円
	いずれも同ホール（同ホール㋭から
電子申請も可）へ。（※除く）


東リ いたみホール
子育て支援センター講座「人形劇」
�８月２１日㈭１０:３０ �人形劇を見る
�就学前とその保護者４０組 �無料

記事中の記号の見方は上段の「６・７面の記号の見方」をご覧ください。特記がない場合、イベントの問い合せは各施設へ

市民相談
市市民相談課

弁護士、司法書士、税
理士相談など
�℡７８４-８０１１

女性・男性などの相談
◆男女共同参画センターここいろ
女性のためのカウンセ
リング・法律・悩み電
話相談、セクシュアル
マイノリティ相談、男性のための
悩み電話相談など
�℡７８１-５５１６（予約）
◆市男女共同参画課
ＤＶ被害者のためのグループカウ
ンセリング
�℡７８４-８１４６
◆市ＤＶ相談室
�℡７８０-４３２７

ほか そう だん

その他の相談
しょう ひ せい かつ し ごと く こ そだ

消費生活、仕事・暮らし、子育て、
がい こく じん そう だん し

外国人の相談などは市
に じ げん

ホームページ（二次元
かく にん

コード）から確認を

６・７面の記号の見方☞

�…日時 �…場所 �…内容 �…対象・定員 �…料金 �…申し込み方法 �…問い合わせ先 	…一時保育あり

…電話で �…ファクスで ㋭…ホームページ Ⓟ…ポータルサイト �…切手を貼ったはがきで 
…往復はがきで
�…当日直接、会場へ �…先着順 �…応募多数の場合は抽選
＊申し込みがはがきかファクスの場合は、次の必要事項を必ず書いてください。
必要事項…郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号（あればファクス番号も）、講座・イベント名、コース名など

△！電話番号はよく確かめてからおかけください
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広報伊丹■２０２５（令和７）年８月１日 第１５４７号（８）／ワシントンの桜は伊丹産／市の鳥・カモ／市民の花・ツツジ／市の木・クスノキ／市章

伊
丹
広
報
８
面

０
８
０
１
０
８

木
❶
木
❷
井
❸
木
❹
木
❺
木
❻
井
❼
木

10
月
18
日
開
催
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大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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い
た
み
花
火
大
会
は
、
大
阪
・
関

西
万
博
な
ど
の
影
響
で
、
近
隣
の
花

火
大
会
の
中
止
・
延
期
が
重
な
り
、

来
場
者
が
大
幅
に
増
加
し
て
安
全
な

運
営
が
困
難
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
開
催
を
１０
月
１８
日
㈯
に
延
期
し

ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
確
認
を
。

◆
い
た
み
花
火
大
会

有
料
観
覧
席

受
け
付
け
開
始

い
た
み
花
火
大
会

実
行
委
員
会
は
、
１０
月
１８
日
㈯
に
開

催
す
る
第
４５
回
い
た
み
花
火
大
会

で
、
目
の
前
で
打
ち
あ
が
る
花
火
を

鑑
賞
で
き
る
有
料
観
覧
席
を
次
の
通

り
販
売
し
ま
す
（
左
写
真
）。

座
種
・
料
金
は
▽
机
・
イ
ス
席
�

８
千
円
▽
シ
ー
ト
席
�
３
万
円
。



８
月
２０
〜
３１
日
に
市
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
で
電
子
申
請
を
。
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
。

詳
し
く
は
、
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
確
認
を
。＊

＊

問
市
空
港
・
に
ぎ
わ
い
課
℡
７８４
・

８
０
６
８
。

◎
い
た
み
花
火
大
会

露
店
出
店
者

募
集

市
と
い
た
み
花
火
大
会
実
行

委
員
会
は
、
い
た
み
花
火
大
会
の
露

店
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
確
認
を
。

問
い
た
み
花
火
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局
℡
７６７
・
１
０
９
５
。

伝統的酒造りとユネスコ登録を学ぶ会
【日時】９月５日㈮午後２時
【会場】白雪長寿蔵（中央３）
【内容】小西酒造杜氏の佐野
さんによる伝統的酒造りとユ
ネスコ登録に関する話や酒造
り道具展示見学、伊丹の酒試
飲
【対象・定員】２０歳以上２０人
【参加料】１００円
�８月１日午前１０時から電
話で市空港・にぎわい課℡７４４
-２０８８へ。先着順。
飲酒を伴うため、自動車や自転車での来場はご遠慮ください。

長寿蔵ミュージアム（常設展示）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市立伊丹ミュージアム

展示・イベント開催

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
次
の

通
り
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

★
タ
ピ
オ
・
ヴ
ィ
ル
カ
ラ

世
界
の

果
て
（
下
写
真
）

８
月
１
日
〜
１０

月
１３
日
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ

ン
界
を
代
表
す
る
タ
ピ
オ
・
ヴ
ィ
ル

カ
ラ
の
生
誕
１１０
年
と
没
後
４０
年
を
記

念
し
た
日
本
初
の
回
顧
展
。
ガ
ラ
ス

作
品
や
木
彫
り
な
ど
約
３００
点
を
展

示
。料

金
は
▽
一
般
�
千
円
▽
高
校
・

大
学
生
�
７００
円
▽
小
・
中
学
生
�
４００

円
。

★
大
人
く
ず
し
字
教
室

９
月
１４
日

〜
来
年
２
月
８
日
の
日
曜（
全
６
回
）

午
後
１
時
半
。

日
常
の
中
で
見
か
け
る
く
ず
し
字

か
き
も
り

や
柿
衞
文
庫
が
所
蔵
す
る
資
料
の
読

解
を
目
標
に
、
く
ず
し
字
の
基
礎
を

学
ぶ
。

対
象
・
定
員
は
、
高
校
生
以
上
２０

人
。受

講
料
は
▽
一
般
�
千
円
▽
高
校

・
大
学
生
�
５００
円
。



電
話
で
同
館
へ
。
先
着
順
。

＊

＊

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
℡
７７２

・
５
９
５
９
。

★
伊
丹
郷
町
ク
ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ

夏
の
フ
ェ
ア
（
右
写
真
）

８
月
３１

日
ま
で
。

ガ
ラ
ス
フ
ェ
ア
と
涼
を
感
じ
る
も

の
た
ち
フ
ェ
ア
を
開
催
中
。
爽
や
か

な
色
や
質
感
の
作
品
を
展
示
販
売
。

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
℡
７７２

・
５
５
５
７
。

★
陶
芸
講
座
「
秋
の
食
卓
を
飾
る
器

を
作
る
〜
刷
毛
目
・
三
島
手
に
挑
戦

！
」

８
月
３０
日
〜
９
月
２０
日
の
土

曜
（
全
４
回
）
午
後
２
時
。

白
化
粧
土
に
よ
る
刷
毛
目
の
技
法

や
三
島
手
の
技
法
を
使
い
、
長
皿
や

と
っ
く
り
な
ど
を
作
る
。

定
員
１６
人
。

受
講
料
８
千
円
（
材
料
費
別
）。

★
伊
丹
ジ
ュ
エ
リ
ー
ス
タ
ジ
オ
初
中

級
講
座
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー

制
作
」

９
月
７
日
〜

１１
月
９
日
の
日
曜
（
全

８
回
）
午
後
２
時
。

道
具
の
使
い
方
や
基

礎
的
な
造
形
方
法
を
学

び
、
シ
ル
バ
ー
リ
ン
グ

を
作
る
。

定
員
１６
人
。

受
講
料
１
万
６
千
円

（
材
料
費
別
）。

★
伊
丹
ジ
ュ
エ
リ
ー
ス

タ
ジ
オ
宝
石
セ
ミ
ナ
ー

「
は
じ
め
て
の
宝
石
講

座
」

９
月
１５
日
㈷
午

後
２
時
。

宝
石
の
見
方
や
楽
し
み
方
な
ど
を

学
ぶ
。

定
員
２０
人
。
受
講
料
１
千
５００
円
。

＊

＊



電
話
で
同
館
℡
７７２
・
５
５
５
７

へ
。
先
着
順
。

訂
正

本
紙
７
月
１５
日
号
８
面
に

あ
る
昆
虫
館
開
催
の
「
特
別
展

い

た
こ
ん
カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
２
５
」
の

記
事
で
、
展
示
期
間
が
「
７
月
１９
日

〜
１１
月
２４
日
」
と
な
っ
て
い
る
の
は

誤
り
で
、
正
し
く
は
「
７
月
１９
日
〜

９
月
２９
日
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

６月２４日、家庭の調理
などで出た廃食用油を国
産SAF（持続可能な航空
燃料）の原料として資源
化するため、日揮ホールディングス㈱、㈱レボインターナショナル、
合同会社SAFFAIRESKYENERGYと協定を締結しました。

©TWRB Foundation Collection/EMMA
©KUVASTO,Helsinki & JASPAR,Tokyo,2024 C4785

６月３０日、市域におけ
る再生可能エネルギーの
普及や公共交通の利用を
通じた地域脱炭素化事業
を推進するため、関西ま
ちWe’ll（代表会社阪急
電鉄㈱、西日本旅客鉄道
㈱）と協定を締結しまし
た。

７月７日、災害な
どで停電が発生した
際、電動車両などの
貸出支援により、避
難所や災害対応拠点
への電力の供給を受
けることを目的に三
菱自動車工業㈱、兵
庫三菱自動車販売㈱と災害時応援協定を締結しました。
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二十一世紀に生きる君たちへ
【日時】８月３０日㈯午後１
時半
【会場】スワンホール
【内容】歴史小説家の司馬
遼太郎さんの遺したメッセ
ージについて、司馬遼太郎
記念館館長・上村洋行さん
（写真）が語ります
【定員】３０人
【参加料】６００円（１７歳以下は無料）
一時保育あり（１歳半～就学前６人。１人３５０

円。８月２０日までに要予約）。
詳しくは、市ホームページで確認を。
�８月２日午前１０時～２９日午後
５時に中央公民館℡７８４-８０００へ
（二次元コードから電子申請も
可）。先着順。

０才からOK！
親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親とととととととととととととととととととととととととととと子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子のののののののののののののののののののののののののののの管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ココココココココココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンササササササササササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親とととととととととととととととととととと子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子のののののののののののののののののののの管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦弦楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトト 自転車でハッセルト市から伊丹市へ

１年以上かけゴール！
伊丹シティフィルハーモニーによる「鈴
虫音楽堂０才からOK！親と子の管弦楽コ
ンサートvol.３０」を次の通り開催します。
「鳴く虫と郷町２０２５」の鈴虫の展示も同
時開催。
【日時】９月１４日㈰午前１１時
【会場】アイホール
【定員】５０組
【参加料】親子１組（１組３人まで）１０００円
�８月８日から伊丹アイフォニックホー
ル℡７８０-２１１０へ。先着順。

本市の国際姉妹都市で
あるベルギー王国・ハッ
セルト市から伊丹市を目
指し自転車で出発したヨ
ーラン・ボレンさんが１
年以上の旅の末、ついに
本市に到着しました。
市立伊
丹高の生

徒たちがボレンさんを歓迎し、交流を深めました。
詳しくは、二次元コードから確認を。

！発行日までに広報伊丹が届かないときはジャパンメッセンジャーサービス㈱�®０１２０－６３－３２３２、ファクス０１２０－６４－３２３７へ

市民講座


